
川崎区の役立つ福祉情報をお届け～
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つながりを育て、暮らしのあんしんを支えあう地域づくり か さきをめざして(1)

　いこいの家は中学校区に１館あり、現在川崎区内に９館あります。
　ご利用できる方は、ご自身で来館できる方で、川崎市内在住の 60 歳以上の方です。
　教養講座は、いこいの家を知っていただき、仲間づくりとともに、楽しみながら
ご参加いただいています。講座は原則１年間継続して行われます。また、受講料は
無料ですが、一部材料費がかかる場合があります。
　教養講座は、新しい方にも参加しやすいように、参加方法を以下のようにします。

①毎年２～３月中に教養講座参加者を募集します。
②３月に参加者を決定します。応募者が多数の場合は、抽選により決定します。

平成28年度

大 師

教 養 講 座
入浴事業

教養講座1 教養講座2 教養講座3 教養講座4

小 田

藤 崎

田 島

大 島

殿 町

渡 田

京 町

桜 本

☎ 277-7979
大師公園 1-4

☎ 344-3387
小田 2-16-9

☎ 222-7773
藤崎 4-17-6

☎ 366-2811
田島町 20-23

☎ 233-8867
大島 1-9-6

☎ 287-9108
殿町 1-20-15

☎ 366-4075
渡田 4-12-20

☎ 344-0184
京町 3-12-2

☎ 277-5125
桜本 2-5-2

パソコンで遊ぼう会

ねんどアレンジ

中国体操 練功法

書道教室

社交ダンス

大人の塗り絵教室

大正琴

パソコン 練功体操教室

ひまわり体操

ストレッチ体操

大人のぬり絵

手芸教室

手芸教室

パソコン教室

体操 （ばら） 体操 （ゆり）

習字

大人のぬり絵 ストレッチの会

輪おどり教室

ぬりえ

健康体操

体操教室 ［竹の会］

練巧体操教室

パソコン教室

手芸

ちぎり絵

中国体操

書道 初級

初級

◇第1・3水曜日 10:00～
◇定員：10

◇第３月曜日 10：0０～
◇定員：10

◇第１・３月曜日 14：30～
◇定員：20

◇第１・３月曜日 10：00～
◇定員：14

◇第１～4月曜日 13：00～
◇定員：20

◇第１・３火曜日 13：00～
◇定員：20

◇第１・３金曜日 13：00～
◇定員：12

◇第１・３土曜日 10：00～
　（１・８月のぞく）
◇定員：10

◇第１・３火曜日 10：00～
　（１・８月のぞく）
◇定員：15

◇第２木曜日 13：30～
◇定員：20

◇第２・４木曜日 10：00～
◇定員：10

◇第１・３木曜日 13：00～
◇定員：20

◇第２・４木曜日 11：00～
◇定員：30

◇第１・３金曜日 10：00～
◇定員：30

◇第１～4木曜日 10：00～
◇定員：15

◇第２・４金曜日 10：00～
◇定員：10

◇第2・4月曜日 13：00～
◇定員：15

◇第１・３月曜日 13：00～
 　（１・８月のぞく）
◇定員：10

◇第１・３月曜日 10：00～ 
　（１・８月のぞく）
◇定員：11

◇第２・４火曜日 10：00～
◇定員：25

◇毎週火曜日 10:00～
◇定員：25

◇第２・４水曜日 10：00～
◇定員：10

◇第１・３木曜日 10：00～
◇定員：12

◇第２・４木曜日 13：00～
◇定員：20

◇第２・４金曜日 13：30～
◇定員：10

◇第１・３木曜日 10：00～
◇定員：20

◇第2・4木曜日 10：00～
◇定員：20

◇第２・４水曜日 13：00～
◇定員：20

◇第１・３木曜日 13：30～
◇定員：25

◇毎週火曜日 13:30～
◇定員：30

男性…金曜日
女性…水曜日

男性…月曜日
女性…金曜日

男性…木曜日
女性…火曜日

男性…木曜日
女性…火曜日

実施なし

男性…金曜日
女性…水曜日

男性…金曜日
女性…水曜日

男性…火曜日
女性…木曜日

男性…月曜日
　　　13：00～
女性…月曜日
　　　11：00～

初級 中級

平成 27 年 12 月現在

「川崎市老人いこいの家（通称 いこいの家）」教養講座について

イメージキャラクター
ウェーブくん

皆様にふるってご参加いただき、
交流を持ちながら
元気に住み慣れた地域で
楽しんでいただきたいと思います。
なお、お申し込みは
各いこいの家までお願いします。



(2)ウェーブ　第 95 号［平成 28 年 2 月］つながりを育て、暮らしのあんしんを支えあう地域づくり か さきをめざして

　年末たすけあい運動は、共同募金運動の一環として12
月 1日から 31日まで実施され、今年も区民の皆様から多
くの募金をいただきました。厚く御礼申し上げます。
　本会では、区民の皆様からご協力いただいた年末たすけ
あい募金を有効に活用するため、配分方法を考慮し、生活
支援が必要な方へ支援金としてお配りするほか、本会が実
施する事業を通して地域福祉のより一層の充実を図ってお
ります。
　今年度もご協力いただいた募金の中から支援金を申請
された世帯へ12月から1月にかけて民生委員の皆様のご
協力を得てお配りいたしました。
【配布世帯数　491件】

　また、支援金としてお配りした以外の募金は翌年度に本
会が実施する事業（右表）に活用させていただき、地域の
みなさまに対する支援活動を展開してまいります。

　今年度も、多くのご協力をいただき、10 月
1 日より共同募金運動を実施いたしました。
　皆様からお寄せいただいた寄付金は、神奈川
県内および川崎区内の地域福祉活動のために大
切に使わせていただきます。地域の皆様のあた
たかいお気持ちに深く感謝申し上げます。

　今年度も、社会福祉協議会が行う事業や福祉活動に対し多くの区民の皆様から、ご
協力・ご賛同をいただきました。深く感謝申し上げます。
　なお、ご協力いただきました賛助会費の約7割は各地区社会福祉協議会による福祉
事業（広報誌の発行、講演会の開催、高齢者ミニデイサービス事業、高齢者の会食会
等）に、約3割は区社会福祉協議会による福祉事業（区社協組織運営、車イス等福祉
用具貸出、区社協情報誌「ウェーブ」の発行など）に活用させていただきます。

ご賛同いただいた賛助会費額
（平成27年 12月 31日現在） 8,107,800 円

年末たすけあい運動配分事業
項　　目 具　体　的　事　業

ボランティア
活動振興事業

ボランティアセンター事業費（ボランティ
ア派遣の調整、ボランティア講座等の開
催、情報紙の発行、ボランティアグループ・
団体の支援等）

障害者支援事業 障害者支援講座等の開催
福祉用具
貸出し事業

車いす貸出し事業 (保険料、修繕費等 )、
高齢者擬似体験グッズ貸出し事業

キャビネット
貸出し事業

福祉活動団体のキャビネット貸出し事業
に伴う事務費

助成事業
地域で当事者や介護者を対象とした支援
事業等の活動をしている団体やグループ
への支援及び子育てグループ等への支援

小地域福祉
活動支援事業

高齢者ふれあい活動支援事業

在宅福祉
推進事業

食事サービス交流会の開催

企画広報事業
ホームページ等を用いた区社協情報の
提供、福祉まつりの開催、「ウェーブ」
の発行

支援金配分
実施事業

年末たすけあい運動の「支援金」配分事
業実施に伴う事務費

共同募金運動に
あたたかい
ご協力ありがとう
ございました！

賛助会員
募集結果の
報告

募金種類 赤い羽根募金
実績額

年末たすけあい
募金実績額

戸別募金 13,310,151 円 10,510,060 円
法人募金 1,434,235 円
街頭募金 1,118,068 円 90,965 円
校内募金 290,521 円
職域募金 728,043 円 71,818 円
イベント募金 24,591 円 0
その他の募金 157,223 円 0
合　　計 17,062,832 円 10,672,843 円
平成 27年 12月 31日現在

川崎区内の
駅・商店街等で
街頭募金を
行いました！

川崎フロンターレから
ふろん太も応援に
来てくれました！



ウェーブ　第 95 号つながりを育て、暮らしのあんしんを支えあう地域づくり か さきをめざして(3)

京
浜
急
行
大
師
線
港
町
界
隈
を
訪
れ
る

人
々
か
ら
「
港
町
と
い
う
駅
が
あ
る

が
港
の
姿
は
ど
こ
に
も
な
い
」
と
言
わ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
「
な
ぜ
港
が
な

い
の
に
港
町
と
い
う
の
か
」
と
よ
く
聞
か
れ

ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
は
木
材
で
家
を
建
設
し
て

い
ま
し
た
が
、
火
事
も
多
く
、
そ
の
た
め
材

木
も
頻
繁
に
運
ば
れ
、
港
が
形
作
ら
れ
て
い

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
明
治
時
代
に
は
、
材

木
を
奥
多
摩
か
ら
い
か
だ
に
乗
せ
て
多
摩
川

で
運
ん
だ
た
め
港
が
活
用
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
今
は
そ
の
面
影
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

美
空
ひ
ば
り
さ
ん
の
ヒ
ッ
ト
曲
「
港
町

十
三
番
地
」
は
小
説
家
の
石
本
美
由
紀
さ

ん
が
、
イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の
で
す
。
発
売
元

の
コ
ロ
ン
ビ
ア
レ
コ
ー
ド
会
社
の
工
場
が
駅

前
に
あ
り
、
地
名
の
港
町
の
イ
メ
ー
ジ
を
重

ね
て
詩
を
つ
く
り
、
番
地
も
語
呂
の
よ
さ
か

ら
「
十
三
」
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
駅
名
も

１
９
３
２
年
に
「
コ
ロ
ン
ビ
ア
駅
前
」
と
し

て
開
業
し
た
そ
う
で
が
、
１
９
４
４
年

に
現
在
の
駅
名
「
港
町
」
に
改
称
さ
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
２
０
１
４
年
３
月

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
駅
舎
に
合
わ

せ
改
札
口
に
歌
碑
が
設
置
さ
れ
、
美
空

ひ
ば
り
の
等
身
大
の
写
真
が
あ
し
ら
わ

れ
、ボ
タ
ン
を
押
す
と
歌
が
流
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
昔
を
懐
か
し
ん
で
訪
れ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

よ
る
緑
化
や
公
園
活
用
を
推
進
し
、
花

の
あ
る
憩
の
場
を
増
や
す
。（
三
）
川

崎
西
部
魅
力
ア
ッ
プ
と
し
て
地
域
の
歴

史
や
魅
力
を
再
認
識
し
住
ん
で
い
る
事

に
誇
り
が
も
て
る
地
域
愛
を
育
て
る
。

具
体
例
と
し
て
今
春
、
八
丁
畷
に
あ

る
「
無
縁
塚
」
の
再
整
備
工
事
が
完
了

し
ま
す
の
で
是
非
ご
覧
く
だ
さ

い
。（
四
）
安
心
・
安
全
に
住

め
る
地
域
を
共
に
支
え
な
が
ら

実
現
す
る
。

 　

七
年
後
の
２
０
２
３
年
に

川
崎
宿
は
起
立
四
〇
〇
年
を

迎
え
ま
す
。
川
崎
に
位
置
す

る
東
海
道
は
六
郷
か
ら
砂
子
町
ま
で
は

「
あ
ぁ
っ
こ
こ
が
東
海
道
か
」
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
で
道
も
整
備
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
そ
の
先
の
小
土
呂
橋
を
渡
っ
た

小
川
町
か
ら
市
境
の
下
並
木
ま
で
（
通

称
・
八
丁
畷
）
は
整
備
が
遅
れ
「
え
っ

こ
こ
が
東
海
道
だ
っ
た
の
」
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
を
払
拭
す
る
為
に
８
７
０
ｍ
の

市
道
を
整
備
し
歴
史
的
資
源
と
し
て
の

価
値
を
高
め
誰
も
が
楽
し
く
歩
き
た
く

な
る
よ
う
な
道
づ
く
り
を
行
政
に
期
待

し
ま
す
。

私
は
現
在
、
地
区
社
協
の
広
報

部
・
川
崎
西
部
ま
ち
づ
く
り
ク

ラ
ブ
・
東
海
道
川
崎
宿
２
０
２
３
メ
ン

バ
ー
の
一
員
と
し
て
活
動
さ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。
そ
の
活
動
を
通
じ
て
地

域
住
民
の
方
と
の
「
き
ず
な
」
の
大
切

さ
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
「
川
崎
西
部
ま
ち
づ
く
り
ク
ラ
ブ
」

で
は
、
こ
ん
な
街
に
し
た
い
と
四
つ
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
か
か
げ
活
動
し
て
い
ま

す
。（
一
）
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
交
通
・

道
路
の
改
善
な
ど
で
歩
行
者
に
や
さ
し

い
街
並
み
を
つ
く
る
。（
二
）
地
域
に

港
みなとちょう

町の由来と美空ひばりの
「港

みなと

町
ま ち

十三番地」
中央第一地区民生委員児童委員協議会会長　梅津　三枝

川崎西部まちづくりクラブ
＆東海道川崎宿2023

理事　石渡　稔也

中央第一地区社協

中央第二地区社協

あなたの身近な

地区社会福祉協議会の活動等紹介

東
海
道
川
崎
宿
２
０
２
３ 

に
参
加
し
て
思
う
事



(4)ウェーブ　第 95 号［平成 28 年 2 月］つながりを育て、暮らしのあんしんを支えあう地域づくり か さきをめざして

スポーツを通し
地域に誇りと愛着を

青少年部長　飯塚　幸男

伊勢町町内会
における

リーダーシップ
副会長　野村友次

渡田地区社協

大師第一地区社協

渡
田
地
区
社
協

は
九
町
内
会

で
構
成
さ
れ
、
社
協

専
門
部
は
�総
務
部
、

広
報
部
、青
少
年
部
、

障
害
者
福
祉
部
、
老

人
福
祉
部
、
乳
幼
児
福
祉
部
、
女
性
部
�
の
七
専
門

部
で
組
織
さ
れ
各
部
活
動
し
て
い
ま
す
。
青
少
年
部

の
活
動
は
小
学
生
を
対
象
と
し
た
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
、

野
球
、
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
そ
し
て
羽
根
つ
き
の
四
大
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
各
大
会
を
通
し
感
じ
る
こ
と

は
、
子
ど
も
達
の
喜
怒
哀
楽
の
表
情
の
豊
か
さ
、
動

作
、
そ
し
て
素
直
な
姿
で
す
。
ま
た
、
視
点
を
変
え

て
み
る
と
、
子
ど
も
達
の
体
力
・
運
動
能
力
に
つ
い

て
は
、
敏
し
ょ
う
性
は
向
上
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る

が
、
瞬
発
力
、
筋
力
、
持
久
力
、
柔
軟
性
は
低
下
傾

向
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
塾
や
自
宅

で
の
勉
強
に
時
間
を
と
ら
れ
、
ま
た
、
テ
レ

ビ
ゲ
ー
ム
な
ど
室
内
遊
び
の
た
め
、
運
動

の
機
会
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
に
起
因
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
は
青
少

年
の
心
身
の
健
全
な
発
達
を
促
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
に
接
し
楽
し
む
こ
と
は
、
子

ど
も
達
の
体
力
増
進
、
運
動
能
力
向
上

に
寄
与
し
ま
す
。
社
協
青
少
年
部
も
地

域
子
ど
も
育
成
会
と
協
力
し
て
ス
ポ
ー

ツ
を
通
し
、
子
ど
も
達
の
成
長
の
一

助
と
し
て
、
微
力
な
が
ら
地
域
社
会

に
貢
献
す
る
所
存
で
す
。

主
導
で
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
は
、
伊
勢
町
が
初

と
聞
い
て
い
ま
す
。
二
つ
目
は
、
廃
品
回
収
で

自
ら
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
を
持
っ
て
自
転
車
で
町
内

を
回
り
、「
廃
品
回
収
日
の
お
知
ら
せ
」
を
大

き
な
声
で
先
頭
に
立
っ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
町
会
長
と
し
て
の
悩
み
も
あ
り
ま
す
。

①
児
童
福
祉
や
引
き
こ
も
り
老
人
へ
の
福
祉
活

動
。
②
災
害
時
要
援
護
者
と
し
て
未
登
録
の
人

た
ち
が
把
握
で
き
て
な
い
現
状
。
こ
う
し
た
問

題
に
も
今
後
は
取
り
組
み
、「
町
内
全
体
が
見

通
せ
る
町
内
会
づ
く
り
」、
さ
ら
に
「
明
る
く

住
み
よ
い
“
心
が
通
い
あ
う
”
安
心
で
き
る
町

づ
く
り
」
を
目
指
し
、
常
に
先
頭
に
立
ち
「
元

気
で
声
の
大
き
な
町
会
長
」
と
し
て
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
。

私
の
住
む
伊
勢
町
は
、
世
帯
数
１
３
５
０

と
比
較
的
少
な
い
町
で
す
。
人
口
も

２
７
０
０
人
で
、
立
地
的
に
は
駅
・
病
院
・
幼

稚
園
等
が
近
く
に
あ
り
便
利
な
町
で
若
い
人
も

多
い
の
で
す
が
、
こ
の
人
た
ち
の
多
く
が
町
内

会
に
加
入
し
て
い
ま
せ
ん
。
町
内
住
民
の
町
内

会
加
入
者
の
多
く
が
、
マ
ン
シ
ョ
ン
住
ま
い
の

人
と
戸
建
て
住
民
の
人
た
ち
で
構
成
さ
れ
、
そ

の
９
９
・
９
％
の
人
た
ち
が
町
内
会
に
加
入
し

て
い
ま
す
。
私
た
ち
町
内
会
に
は
７
事
業
部
が

あ
り
各
部
長
さ
ん
と
連
絡
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
特
に
頑
張
っ
て
い
る
活
動
の
一
つ
目
は
、

伊
勢
町
公
園
の
一
つ
が
昨
年
起
き
た
少
年
殺
人

事
件
関
連
現
場
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
後
犯

罪
の
抑
止
効

果
に
な
れ
ば

と
町
内
に
防

犯
カ
メ
ラ
を

設
置
し
ま
し

た
。
町
内
会

伊勢町
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カローリング大会
会計　長島　伸好

未来に向かって
変貌するわが町

理事　南雲　栄一

大師第二地区社協

大師第三地区社協

四
谷
小
学
校
の
体
育
館
に
て
、
年
一
回
、

各
町
内
会
・
社
協
委
員
の
他
、
教
職

員
・
区
社
協
職
員
も
参
加
し
て
、
カ
ロ
ー
リ

ン
グ
大
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
回
で
六

回
目
と
な
り
ま
す
が
各
チ
ー
ム
三
名
で
作

戦
を
立
て
て
臨
ま
し
た
。
一
年
振
り
に
ロ
ー

ラ
ー
を
手
に
し
た
方
が
多
か
っ
た
よ
う
で
、

上
手
に
い
っ
た
時
は
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を
し
た

り
、
外
し
た
時
は
ガ
ッ
ク
リ
膝
を
お
と
し
た

り
、力
を
入
れ
過
ぎ
て
、他
所
へ
滑
っ
て
行
っ

た
り
と
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
普
及
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
の
お
手
伝
い
を
頂
き
ス
ム
ー
ス
に

終
了
し
、
参
加
者
一
同
、
次
回
の
優
勝
を
誓

い
散
会
し
ま
し
た
。

作
ろ
う
と
、
国
、
県
、
市
、
東
京
都

大
田
区
と
の
話
合
い
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
ガ
ン
の
特
効
薬
、
各
種
難

病
に
対
す
る
新
薬
の
開
発
、
ｉ
Ｐ
Ｓ

細
胞
の
広
範
囲
な
利
用
、
今
後
、
五

年
、
十
年
と
研
究
は
続
く
の
で
し
ょ

う
。

　

さ
て
私
達
、大
師
第
三
民
児
協
は
、

民
生
委
員
十
七
名
、
主
任
児
童
委
員

二
名
、
計
十
九
名
で
運
営
し
て
い
ま

す
。
現
代
の
高
齢
化
社
会
が
注
視
し

て
い
る
一
人
暮
し
、
認
知
、
介
護
、

家
族
間
ト
ラ
ブ
ル
等
を
、
委
員
一
人

一
人
が
、
何
ら
か
の
面
で
抱
え
て
い

ま
す
。
む
ろ
ん
守
秘
義
務
は
守
り
な

が
ら
、
共
有
す
る
事
例
も
あ
り
ま
す

の
で
、
情
報
交
換
の
必
要
性
も
、
あ

る
程
度
の
事
は
、
い
た
し
か
た
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

特
に
子
ど
も
達
の
い
じ
め
、
非
行
化
、
親
子
関
係
の

複
雑
化
に
は
、
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

活
動
面
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
や
、
ふ
れ
あ
い
会

食
会
に
は
力
を
入
れ
て
、
一
人
で
も
多
く
の
人
達
が
楽

し
ん
で
い
た
だ
く
様
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

会
食
会
で
は
、
先
輩
委
員
の
方
々
が
築
か
れ
た
活

動
を
大
切
に
し
な
が
ら
季
節
の
味
を
お
届
け
し
て
お

り
ま
す
。
会
後
の
時
間
を
使
っ
て
、
警
察
か
ら
の
注

意
事
項
、
支
援
セ
ン
タ
ー
、
保
健
婦
さ
ん
か
ら
、
日

常
の
体
の
ケ
ア
ー
等
々
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
化
社
会
は
幸
齢
化
社
会
に
変
化
す
る
べ
き
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

私
達
が
活
動
す
る
地
域

は
、
京
浜
工
業
地
帯

の
一
角
に
当
り
ま
す
。
市
を

支
え
る
川
崎
港
、
地
域
の
発

展
を
支
え
た
産
業
道
路
、
多

摩
川
河
口
、
大
師
橋
を
は
さ

ん
で
羽
田
空
港
が
あ
る
と
い
う
地
域
で
す
。
又
、
全

国
に
名
を
知
ら
れ
て
い
る
川
崎
大
師
平
間
寺
を
中
心

に
発
展
し
て
来
た
河
原
町
だ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
も
地

元
で
は
当
り
前
の
通
説
で
す
。
そ
の
証
が
、
担
当
エ
リ

ア
内
に
あ
る
「
大
師
河
原
」
と
い
う
地
名
、
町
名
は

つ
い
て
い
ま
せ
ん
。
戦
後
、
社
会
の
急
速
な
発
展
に
と

も
な
っ
て
、
利
便
性
の
良
い
町
作
り
の
た
め
、
埋
立
て
、

工
場
誘
致
、
学
校
、
病
院
、
そ
し
て
商
店
街
、
現
在

エ
リ
ア
内
に
は
、
国
家
戦
略
特
区
と
し
て
世
界
の
最

先
端
医
療
の
研
究
開
発
地
域
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

各
国
か
ら
研
究
者
も
沢
山
来
ら
れ
る
だ
ろ
う
し
、
ホ

テ
ル
も
計
画
さ
れ
、
空
港
と
研
究
エ
リ
ア
を
結
ぶ
橋

も
、
二
〇
二
〇
年
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
年
ま
で
に

（上）須山令子会長の開会の挨拶　　（下）説明を受ける参加者
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地域の歴史『昭和町の今』
副会長　仲子　先一郎

大師第四地区社協

田島地区社協

戦
後
区
画
整
理
が
行
わ
れ
、
昭
和
40
年

に
昭
和
１
・
２
丁
目
に
な
り
、
昭
和

49
年
に
住
居
表
示
が
施
行
さ
れ
て
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
道
筋
の
微
高
地
に
は
、
台
町
を
通
る

羽
田
道
が
南
北
に
走
っ
て
お
り
、
台
町
付
近

に
は
明
治
以
前
か
ら
人
家
が
集
ま
っ
て
い
た

そ
う
で
す
。
町
の
南
東
部
あ
た
り
は
、
低
地

で
あ
る
た
め
人
家
は
ま
ば
ら
で
し
た
。

　

よ
う
や
く
明
治
以
後
に
な
っ
て
人
家
も
増

え
、
農
家
も
40
軒
ほ
ど
に
な
り
、
海
苔
養
殖

や
梨
の
栽
培
・
麦
・
玉
ね
ぎ
等
の
畑
作
を
営

ん
で
い
ま
し
た
が
低
地
の
為
、
常
に
水
害
に

悩
ま
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
大
正
６
年
の
水
害
以
後
は
、
梨
・

桃
の
よ
う
な
手
間
が
か
か
ら
な
い
で
お
金
に

な
る
無
花
果
（
い
ち
じ
く
）
に
目
が
向
け
ら

れ
、
昭
和
町
・
江
川
町
・
殿
町
等
で
も
無
花

果
栽
培
が
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
大
正
11
年
の
多
摩
川
の
改

修
工
事
の
新
堤
外
の
土
砂
を
昭
和

町
等
の
低
地
に
運
び
、
土
盛
り
を

し
て
平
ら
に
な
ら
し
ま
し
た
。

　

現
在
昭
和
１
丁
目
の
ほ
ぼ
中
央

に
は
、
生
鮮
食
料
品
店
が
並
ぶ
昭

和
通
り
商
店
街
が
あ
り
住
民
の
台

所
を
賄
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

数
年
ス
ー
パ
ー
等
多
く
な
っ
た
た

め
か
店
を
閉
め
る
数
が
多
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

で
４
回
目
に
な
り
ま
す
。
生

徒
９
名
、
地
域
の
先
生
合
わ

せ
て
炎
天
下
の
中
、
宮
城
県

の
被
災
地
で
草
刈
、
清
掃
作

業
を
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
中

学
生
の
働
き
ぶ
り
に
先
方
の

方
か
ら
感
動
と
い
う
感
謝
の

言
葉
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

２
泊
３
日
の
貴
重
な
体
験
は

こ
の
子
た
ち
の
一
生
の
宝
物

に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
文
化

発
表
会
で
防
災
の
大
切
さ
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

豊
か
な
体
験
は
若
い
人
た
ち
の
心
の
栄
養
と
な
っ

て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
同
時
に
、
中
学
生
の
笑
顔

と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
地
域
の
人
た
ち
に
お
お
き
な

元
気
を
提
供
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
地
域
で
は
、
昨
年
秋
以
来
、
福
田
市
長

提
唱
の
「
地
域
の
寺
子
屋
」
の
事
業
も
行
っ
て
い
ま

す
。
毎
週
水
曜
日
の
放
課
後
大
島
小
学
校
と
、
渡
田

小
学
校
で
子
ど
も
た
ち
の
勉
強
に
地
域
の
人
が
寄
り

添
う
学
習
支
援
と
、
毎
月
一
回
学
校
の
お
休
み
の
日

に
、
体
験
活
動
・
世
代
間

交
流
を
や
っ
て
い
ま
す
。

　

少
年
非
行
事
件
で
も

指
摘
さ
れ
ま
し
た
子
ど
も

た
ち
と
大
人
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
。
私
た

ち
は
い
ま
改
め
て
日
頃
の

活
動
の
大
切
さ
を
感
じ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

平
成
15
年
に
読
売
教
育
賞
／
最
優
秀
賞

を
頂
い
た
「
中
学
生
の
夏
休
み
地
域

体
験
活
動
」、
今
年
で
17
年
続
き
ま
し
た
。
学
校
と

地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
賜
物
で
す
。

　

ま
ず
は
職
業
体
験
学
習
。
地
域
内
外
の
受
入
先
50

カ
所
。
J
F
E
、
職
業
技
術
校
、
保
育
園
、
病
院
、

そ
ば
屋
さ
ん
、
農
園
、
消
防
団
、
お
大
師
さ
ん
と
多

種
多
様
の
行
先
に
２
２
０
人
の
生
徒
が
希
望
体
験
し

て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
町
内
会
の
お
祭
り
参
加
。
盆
踊
り
会
場
で

の
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
の
演
技
。

お
み
こ
し
渡
御
で
も
元
気
い
っ
ぱ
い
に
み
こ
し
を
担

い
で
く
れ
ま
し
た
。
参
加
１
５
０
名
。

　

体
験
が
終
わ
っ
た
後
に
生
徒
は
校
長
室
で
ア
ン

ケ
ー
ト
を
書
き
ま
す
。
そ
こ
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
お
母
さ
ん

た
ち
が
お
茶
を
用
意
し
て
待
っ
て
い
ま
す
。
校
長
室

は
大
き
な
「
一
家
だ
ん
ら
ん
」
場
と
な
り
ま
す
。
感

想
に
「
地
域
の
人
た
ち
を
も
っ
と
笑
顔
に
で
き
る
よ

う
に
し
た
い
」「
何
で
も
い
い
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
し
た
い
」
と
い
う
言
葉
も
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
東
北
被
災
地
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
今
年

臨港中学生の
夏休みは

豪華体験版で
いっぱい！

臨港中学校区地域教育会議
事務局長　宮越　隆夫
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青少年部会の
活動について

青少年部会長　塩坂　武

街の発展を願って
副会長　荒金　嘉昭

大島地区社協

小田地区社協

一
般
的
に
社
会
福
祉
協
議
会
の
役
割
は
、

関
わ
る
こ
と
が
無
い
と
見
過
ご
し
て

し
ま
う
、
近
隣
住
宅
と
の
関
係
が
希
薄
に
な

り
つ
つ
あ
る
最
近
の
社
会
状
況
、
そ
の
弊
害

が
様
々
な
形
で
表
れ
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
の
悩
み
、
児
童
虐
待
、

い
じ
め
や
少
年
犯
罪
、
高
齢
化
社

会
に
伴
う
一
人
暮
ら
し
、
高
齢
者
世

帯
等
、
生
活
を
営
ん
で
行
く
う
え
で

不
安
や
多
く
の
問
題
が
出
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
社
会
の
中
で
お

互
い
に
手
を
取
り
合
っ
て
助
け
合
え

た
ら
良
い
の
で
は
と
活
動
し
て
お
り

ま
す
。

　

小
田
地
区
の
中
で
は
、
民
生
委
員
、

児
童
委
員
が
中
心
と
な
り
月
一
度
の
子

育
て
サ
ロ
ン
を
開
催
、
楽
し
い
子
育
て
を
と

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
小
田
地
区
社
協
で
は
、
町
内
会
連

合
会
と
共
同
し
小
田
地
区
全
体
（
８
町
内

会
）
で
七
〇
歳
以
上
の
会
員
（
本
年
度
は

四
三
〇
〇
人
）
を
対
象
に
敬
老
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
町
内
会
毎
に
は
一
人
暮
ら
し
の

会
食
交
流
会
や
配
食
サ
ー
ビ
ス
等
、
参
加
者

が
生
き
が
い
を
感
じ
る
事
が
出
来
る
よ
う
に

見
守
り
を
兼
ね
て
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
社
協
の
活
動
全
般
が
地

域
全
体
の
取
り
組
み
と
し
て
さ
ら
に
理
解
を

深
め
、
発
展
し
て
行
く
事
が
出
来
た
ら
素
晴

ら
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
島
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
七
つ

の
専
門
部
会
を
設
け
て
い
ま
す
。
そ
の

七
つ
の
部
会
は
、「
婦
人
部
会
」「
民
生
児
童

部
会
」「
老
人
部
会
」「
母
親
ク
ラ
ブ
部
会
」「
保

護
司
部
会
」「
広
報
部
会
」
そ
し
て
「
青
少
年

部
会
」
で
す
。

　
「
青
少
年
部
会
」
は
、
こ
ど
も
育
成
・
補
導

部
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
、
青
少
年
指
導
員
、

少
年
野
球
監
督
・
コ
ー
チ
、
主
任
児
童
委
員

の
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
、
５
町
会
参
加
し
て
向
小
学
校
に

て
、
年
２
回
、
春

と
秋
に
「
小
学

生
野
球
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
春
は
、

４
月
19
日
に
約

１
１
０
名
が
参

加
し
た
「
春

季
小
学
生
野

球
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
秋
季
は
９
月
13
日

に
開
催
さ
れ
約
１
１
５
名
の
参
加
が
あ
り
、

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
結
果
、
優
勝
は
春
・

秋
と
も
大
島
３
丁
目
町
内
会
が
有
終
の
美
を

飾
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、「
第
14
回
女
子
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
大

会
」
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
残
念
な

が
ら
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
７
月
に
開
催
さ
れ
る
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
の
一
環
行
事
と
し
て
の「
ビ
ッ

グ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ワ
ン
」
を
含
め
、
行
事
及
び

連
合
町
内
会
行
事
に
積
極
的
に
協
力
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

青
少
年
部
会
の
今
後
の
課
題
と
し
て
、
地

区
内
全
小
学
校
の
文
化
行
事
を
実
施
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。



平成 27 年 8 月 1 日～ 12 月 31 日

川崎区社会福祉協議会
ホームページ更新中 !!
講座等の開催案内、福祉用具「譲ります・
譲ってください」情報掲示板、区社協や地
域の福祉活動を紹介する「地域活動レポー
ト」など、情報誌では伝えきれない情報を
タイムリーに掲載して行きます！

http://www.kawasaki-shakyo.jp/
kawasaki/

(8)ウェーブ　第 95 号［平成 28 年 2 月］

福祉用具再利用 譲ります・譲ってください
◇利用対象者…川崎区内に在住の方

窓口、または当会ホームページにある申込用
紙に必要事項を記入し提出。提供する福祉用
具の写真を持参または画像データを区社協の
メールアドレス（info@kawasakikushakyo.
or.jp）に添付します。所定の申込み用紙に物
品の状態（使用回数等）を記載してください。

（写真や画像の返却不可）

窓口または当会ホームページにある申
込用紙に必要事項を記入し、提出しま
す。詳しくは、区社協ホームページ 
http:/ /www.kawasaki-shakyo.jp/
kawasaki/
または、川崎区社会福祉協議会 
044-246-5500 まで！！

●公益社団法人スコーレ家庭教育
　振興協会
●川崎消防団第五分団
●小田若手連
●大本山川崎大師平間寺
●桜本二丁目青年会

前号（９４号）で掲載した大師第３地区社協の会食の写真が、他地区社協のものでした。間違いのありました
ことを深くお詫び申し上げます。訂正

譲りたい方 譲ってほしい方

寄付者名（受付順）

譲ってほしい方が譲ってくれる方に連絡し、詳細な情報をお聞きした後、
条件があえば、用具を引き取りに行っていただきます。譲渡の手順

編集後記
　ウェーブを全面リニューアルして
１年が経ちました。各地区社協の活
動や地域の成り立ちの由来等各地区
社協の特徴ある記事を取り上げてき
ましたが、次号からは特定のテーマ
に焦点化して、掘り下げを行うこと
に編集会議で決まりました。
　委員会終了後１年間の労をねぎら
い、今年を締めくくりました。

ほほえみコーナー

平成28年2月17日［水］
10:00～11:30（予定）
かわさき老人福祉・地域交流センター

（川崎区堤根 34-15）
区内在住　３ヶ月～１歳位までの
お子様のいる親子
30 組（先着順）

川崎区社会福祉協議会
電 話 044-246-5500
FAX 044-211-8741
E-mail  info@kawasakikushakyo.or.jp

日時

会場

対象

定員

子育て支援講座

おやこヨガ

　「川崎区社協福祉まつり」を平成27年11月28日（土）川崎市教育文化会館に
て開催し、晴天にも恵まれ当日は約1100名の来場者がありました。
　今年度は名称を新たに、第１部社会福祉大会・第２部Ｉ(あい)Ｉ(あい)イベン
トと２部構成で行い、広く区民の方々への福祉啓発を目的としたイベントに生
まれ変わりました。区内のボランティア・当事者団体・福祉関係施設、社会貢
献活動を行う企業等56団体が参加、他多数の企業に協賛いただきました。
　今年は小さなお子さまも楽しめる催しが増えたことにより家族での参加も
多く、シールラリーやバルーンアート、キャラクターとの握手・撮影会などを
きっかけに、各ブースも賑わい福祉を身近に感じていただく良い機会となりま
した。近隣から集まったイベントサポートボランティアにも活躍いただき、大
盛況のうちに終了となりました。

かわさきってどんな街？ 地域の福祉活動を知ろう！

申込み 電話・ＦＡＸ・E-mail にて受付
２月１2 日［金］申込〆切（※必着）

ぜひ、
ご覧ください

検索川崎区社協

申込み
問合せ

介助式車いすを
譲ってください。

044-246-5500

お譲りいただける方は、
川崎区社会福祉協議会
までご連絡ください。

エコバッグ塗り絵体験・折り紙でキャラクター作り♪
ボランティアの活動を間近に見ながら楽しめるブース
子どもから大人まで大人気でした！

地域で子育て

「川崎区社協福祉まつり」開催報告


